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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ねじ研究協会

（JFRI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 0201:1973 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 B 0201：2017 
 (ISO 1501：2009) 

ミニチュアねじ 

Miniature screw threads 

 

序文 

この規格は，2009 年に第 1 版として発行された ISO 1501 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，呼び径 0.3 mm～1.4 mm のミニチュアねじの山形，呼び径とピッチとの組合せ，基準寸法，

公差，許容限界寸法及び呼び方について規定する。 

これらのねじは，時計，光学機器，電気機器，計測機器などに用いることができる。 

ミニチュアねじ（S）の山形及び公差方式は，一般用メートルねじ（M）の山形及び公差方式と異なる。 

呼び径 1 mm～1.4 mm のねじについては，設計者は，一般用メートルねじ又はミニチュアねじのいずれ

を用いるかを決めなければならない。この呼び径のミニチュアねじは，附属書 A による。 

ミニチュアねじにおける ISO 規格と各国の国家規格との相違を，附属書 C に示す。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 1501:2009，ISO miniature screw threads（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0101 ねじ用語 

注記 対応国際規格：ISO 1891:2009，Fasteners－Terminology，及び ISO 5408:2009，Screw threads

－Vocabulary（全体評価：MOD） 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 0101 による。 

 

4 記号 

この規格で用いる主な記号は，次による。 

D めねじの谷の径の基準寸法（めねじの呼び径） 

D2 めねじの有効径の基準寸法 


